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測 )麿既をこ発淡 した褐登摘弼胞腔 の 旦例

椎都 真
(新潟大学放射線科)
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望且い さ誹完をこおける肝動脈塞栓術獅 宕7療効果
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遷病院において緒預二動脈塞栓術を施汚した臓洩例GiM祭発性

肝細胞癌を銅像とも了こ治療効果と第線に及ぼす閏予を綬

L7､日_.}.

方法 ;肝動脈塞栓鮒を施行 し栄二mi浅例鍔確言療効果を累
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を比較検諸藩し.栗二書 賢後に及ぼす困千として,門脈浸潤の

陸風 膝脇径夕波琵纂及び,ぎ勘当転移巣の有無について検

討 した.

結果 ;本療法による累積教存率は, 息隼生存率碩9%き

2年生存率望5%,3年生存率9%で,硯在厳段数存者例
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なかった,瞳轟径では長径 且Oem 比 嘉では予後不良で†

m肺浸潤議決以下の門脈閉塞例での予後が良好であ1たd

文学被膜のあるもの,肝内転移巣のないも釣の予後鮒 逢

好であった.

翌が 腹部趨 妄音波検査 にて胆嚢内腔描出不能例
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当院で約3年間に経験 した浅3例について検討した,内

訳は,磁器様胆嚢6例,胆嚢の小さい例6倒す胆嚢内結

石充満 3例であった.

磁器様胆嚢はt6例と転 Ⅹ-p と石灰化影が同定でき

たやC汀 が予胆嚢蟹に石灰化があることを証明するUMこ

着用であったけ◆石灰化の形状から〕ヶ5例は,広く帯状に

石放校の鬼だ/凍 る型早 急例は乍多発性殿点状の石灰化の

みられる型であーつた. 護例をこ胆嚢結石が合併していえ二が

手術前をこぼ診断て漕 なか-､紅 蕨m鮒 を例は,なか-1た.

胆嚢鍔河､射 ､例では9最小が)も鞘は5x頂5mm 太であっ

小きくなったものかの鑑別は,できなかった,胆嚢結石

例は亨胆寮内に5x3cm 太の太きい結石のあった例で

ある.
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1)顎関節に対せ る二重造影検窮をこついて

こぶ増 悪錆 蒜鍔潟)

顎関節は顎喜…書腔系機能と密接な関鱗をこあるため歯科慣

域では重要な部位であ畑 顎関節に対するX線検査の意

Ld,近隼,発現頻度の商い顎関節症では骨変化の生じる

割合は低く9関節円板などの軟観梅に異常が生じる場合

が多いため,これらの検査法のみでは的確な診断を行な

うことは困難である.従来,顎関節軟組織の観察をこぼ暢

橡造影剤をこよる単純造影検査が施行きれてきたが,最近,

二豪造影法を顎関節に応用 Lて軟組織のさらをこ詳細な把

嬢が試みられている.当放射線科でも,これまで約且榊

例に対 して本法を施行 L良好な造影像を得ているのでそ


